
学習してから実験④を行うと、洗剤の裏にある 

「アルカリ性」や「中性」などの表示を見て 

色の予想を立てることができるよ。 

 

特別支援学級 教科別の学習 理科 単元名「大変、焼きそばが！なぜ？」        

１．目標 

 教科としての目標 

  ○燃焼，水溶液，てこ及び電気による現象についての要因や規則性を推論しながら調べ，見いだし 

  た問題を計画的に追究したりものづくりをしたりする活動を通して，物の性質や規則性についての 

  見方や考え方を養う。 

  ○いろいろな水溶液を使い，その性質や金属を変化させる様子を調べ，水溶液の性質や働きについ 

  ての考えをもつことができるようにする。 

 単元の共通目標 

○自分で予想を立てて実験をすることができる。 

 

２．指導計画（1 時間扱いのため、「３．本時について」にまとめる） 

              

３．本時について  

 ○共通目標 ：自分で予想を立てて実験をすることができる。 

○個人目標例：自分で予想を立てて実験をすることができる。→ 共通目標を受けての目標 

酸性・中性・ｱﾙｶﾘ性の三つの性質があることが分かる。→ 知識・技能面の目標 

 

 活動① ・本時の内容を聞く 

       ・教員の実験を見る 

     

   活動② 実験①「紫キャベツ液を焼きそば麺にかける」 

 

実験②「お酢をかける」・実験①の麺にかける。 

実験③「ｿｰｽをかける」・実験①の麺にかける。 

 

・各実験の分担を決める 

・個人予想を立てる           

・班の中で各自の予想を発表する     実験のパターンを全て同じにすると 

・実験をする              見通しをもって活動できるよ 

・結果と感想を記入する 

                   

活動③ ・酸性・中性・アルカリ性について知る 

   

   活動④ 実験④「食器洗い洗剤に紫ｷｬﾍﾞﾂ液をかける」 
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４．学び合いの例について 

【考える活動】 

（手だて） 

○自らの考えをもつ→「思考力，表現力，判断力

等」として「観察，実験などを行い，疑問をもつ

力と仮説を立てる力を養う」                      

 最初に１２色の中から焼きそばの色の変化を選

ぶことで全員が簡単に予想を立てることができる。

その予想が実験結果と一致したりしなかったりす

ることを受け、仮説を振り返ったり見直したりす

ることで、次の実験へ向けて自らの考えで変化す

る色を選ぶことができるようにする。 

 

【学び合う活動】 

（手だて） 

○学び合う→ 「知識及び技能」として「自然の事物・現象についての基本的な理解を図り，       

観察，実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする」 

 ワークシートに沿い、手順や分量を確認しながら実験を進めていく。同じ手順で実験を４回行うため、

次第に見通しをもって活動することができるようにする。また、実験の中で他者の予想と自分の予想を

照らし合わせることで様々な考えがあること、どの考えも間違いではなく尊重すべきことを知ることが

できるようにする。また、酸性・中性・アルカリ性の三つの性質があることを知ったり、小学校で既習

の生徒は思い出して発言したりできるようにする。 

 

【高め合う活動】 

（手だて） 

○高め合う→「学びに向かう力，人間性等」と

して「自然を愛する心情を養うとともに，学ん

だことを主体的に日常生活や社会生活などに生

かそうとする態度を養う」 

一時間の授業の中で互いに学んだ科学的な事

象について高め合う場面を見取ることは難しい。

しかし自分の意見を出しつつ互いの意見を否定

せずに話し合い、意見を交換することは、日常

生活や学級活動の中で高めていくことができる

と期待している。特に、他者との話合いの中で

自分の考えを柔軟に変化させて見直していくこ

とができることで、よりよい人間関係を築く基礎的な技術を獲得していくことができる。 

また、活動目的から自分で仮説を立て準備していくことは、例えば畑作業へ行くときに虫刺されやケ

ガ防止のために自らジャージを着たり、必要な用具を思い浮かべて軍手を用意したりするなどの活動に

つながっていくことが予想される。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

                

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                              

取組のワンポイントアドバイス 

知的障害学級と自閉症・情緒障害学級との 
協同学習での展開ポイント 

 

 

紫キャベツ液でなぜ焼きそばの色が変わるのか。 

 

 

・ソースは酸性 

 ソースは酸性である。ウスターソースの方がより酸性が強くなるので実験に

は向いているが、今回は身近なものを使用したかったので給食用のソースを使

った。酸性なので、たくさん入れすぎると指示薬がピンク色に変化してしまう

が、今回は数滴加えることで中和剤としての役割を担った。 

 

授業展開では富山大学人間発達科学部附属特別支援学校の協同学習
授業展開のポイントをもとに組み立てた。 
 
①全員にしっかりと役割をもたせること 
②与えられた役割を果たせるように互いに努力し合うこと  
③経過と成果（結果）を繰り返し振り返らせ確認させること 
④以上の機会を通してその場にふさわしい言動や態度（対人的・集団
的技能）を学ばせること 

 
  この 4 つのポイントにより、障害種が異なっていても互いに高め合
いながら学習することができると考える。 

 

 中学校 特別支援学級 教科別の学習 理科 

  単元名 「大変、焼きそばが！なぜ？」 

実験用に焼きそばを購入する際に気を付けること。 

紫キャベツの紫色は、アントシアニンという色素からできている。こ

の色素は中性では紫だが、アルカリ性だと青に、酸性だと赤になる。焼

きそばの麺には「かんすい」という食品添加物が使われていることが多

く、このかんすいがアルカリ性のためアントシアニンに反応して青く変

化する。 

そのため、実験用に焼きそばを購入する際には、表示を見て「かんす

い」が含まれていることを確認する必要がある。 

 


